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・進路指導は、本人の希望や適性を面談や実習で確認しながら進めます。 

・実際に働く上で必要な配慮や手立て等を実習で見極めながらジョブマッチングを進めます。 

・障害者雇用にかかわる各制度を活用し就労します。 

・卒業後は、障害者就業・生活支援センターやハローワーク等の関係機関と連携して、アフターフォローを行います。 

様々な業種で 

活躍する様子 

製造業 

小売業 

介護事業 

進路指導の流れ 

京都府立城陽支援学校 
～思いやりと協力を大切にし、地域や社会の発展に貢献する～ 

↓くわしくはこちら 

心をとどける
高等部ビジネス総合科 

＜職業学科＞  

京都府立城陽支援学校 

城陽市中芦原１－４ 

℡0774-53-7100 
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高等部ビジネス総合科＜職業学科＞ 教育課程 授業の様子 

校外での販売実習（アル・プラザ城陽） 窯業製品の検品 

ビルクリーニングでの階段清掃 教育相談週間 

休み時間の一場面 持久走大会（山城運動公園） 

3年生校外学習 日本語ワープロ検定（日本情報処理検定協会主催） 

卒業生の声 

 城陽支援学校に入学して変わった事

は、体力と筋力の両方が付いて自分でラ

ンニングをしたりトレーニングしたり

自分なりの努力が出来るようになった

ことです。そして今まで出来なかった事

が時間をかけて出来るようになりまし

た。出来るようになったのはメモを取る

事です。卒業してからの目標は自分で一

人暮らしをする為の貯金をする事です。

働きながら自分で生活をするため、コツ

コツと毎日頑張って働いています。 

（卒業生 食品製造業勤務） 
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1年 2 2 1 1 2 1 2 2 9 3 7 1 ※ 1 34
2年 2 2 1 1 2 1 2 2 9 3 7 1 ※ 1 34
3年 2 2 1 1 2 1 2 2 6 6 7 1 ※ 1 34

生活に密着した学習 就労につながる学習

普通教科９H 専門教科１６H
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　　「情報処理」と「ビジネス家庭」は学校設定教科として実施する。

※「特別の教科　道徳」は各学期に数回、また「各教科等を合わせた指導」内でも実施する。
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 ３年間で自分が変わったと思うこと

は、切り替えと、コミュニケーションだ

と思います。１年生の時は、人見知りで、

声も小さくて自分から話す事が出来ま

せんでしたが、学年が上がるにつれ自分

から話したり、大きな声も出るようにな

りました。実習でも会社の方と色々楽し

くお話し出来るようになりました。 

（卒業生  製造業勤務） 

「情報処理」と「ビジネス家庭」は学校設定教科として実施する。 
※「特別の教科道徳」は各学期に数回、または「各教科等を合わせた指導」内でも実施する。 


